
 

 

 

 

 

 

 

横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

 

 

 

 

 

 

横浜市芸術文化教育プラットフォームでは、平成

１６年度から学校の授業の中で“アートのちか

ら”を活用し、子どもたちの創造力を育むために

芸術文化教育プログラムを実施しています。 

本事業は、プロのアーティストが直接学校に出向

き、子どもたちが実際に文化芸術の体験をするこ

とにより、単なる知識や技術の習得ではなく、未

来の横浜を担う人材としての創造力を身につけ

ることを目指します。 

今年度は、小・中学校、特別支援学校あわせて市

内７９校で取り組む予定です（昨年８２校）。 

学校プログラムへ協力するコーディネート団体として、２９の芸術団体（アートＮＰＯなど）・地域

の文化施設が連携して事業に取り組みます（詳細は、ウェブサイト参照）。 
 
 
●●● 横浜市芸術文化教育プラットフォームとは 

横浜市内の芸術文化教育プログラムの総合的な推進を目指し、学校、芸術文化団体、アーティスト、

企業、地域住民、行政等がゆるやかに連携・協働してプログラムに取り組むため、情報共有やコーデ

ィネートを行う場として平成２０年３月に設立しました。事務局はＳＴスポット横浜、横浜市教育委

員会指導部指導企画課、横浜市市民局文化振興課、横浜市芸術文化振興財団が協働で運営しています。 
 
 
●●● 2010年７月のプログラム実施予定 
７月は１校で取り組みます。取材をご希望の方は、前々日までにご連絡ください。 
 
 学校名 区 学年 アーティスト プログラム内容 コーディネーター 実施日 

01 左近山第二小学校 旭 5・6 
善竹富太郎 
善竹大二郎 狂言 久良岐能舞台 7/20 

※取組が集中するのは秋口となります。 
 
●●● お問い合わせ 

横浜市芸術文化教育プラットフォーム事務局（ＮＰＯ法人ＳＴスポット横浜 アート教育事業部内） 

担当：小川智紀／田中真実 所在地：〒220-0004横浜市西区北幸1-11-15 横浜ＳＴビル208 

TEL&FAX：045-325-0414  MAIL：toiawase@y-platform.org  URL：http://y-platform.org 

 
 

 

２９の芸術団体・文化施設がアートと教育をつなぐ 
今年度の学校プログラム、市内の７９校で実施へ 
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横浜市芸術文化教育プラットフォーム事務局 
 
 

事務局長 小川智紀 

ＮＰＯ法人ＳＴスポット横浜 アート教育事業部 
電話・ファックス 045-325-0414 

ＳＴスポット横浜、横浜市芸術文化振興財団     
横 浜 市 教 育 委 員 会 、 横 浜 市 市 民 局 

 

昨年度の取組みの様子（川上小学校） 


